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2014 年度から始まった美術学部総合基礎実技のアーカイブ化の作業は、今年で 9 年目となる。2021 年度に引き続き常勤教員がつかずに総合基

礎研究室の非常勤講師 2 名が主体となって後期に行うことになり、高瀬栞菜（油画専攻出身）、中井友路（構想設計専攻出身）の 2 名が担当し

た。今年度は 1990 年と 2022 年のアーカイブ作業を 11～12 月の期間に 1 日 6 時間、出勤日数 10 日間、各 60 時間にわたって行った。 

昨年度に続き、［年代／課題内容／担当教員／学生］の各項目から検索できるアーカイブを総合基礎研究室内につくり、公開用データベースにス

ムーズに移行できるようにデータを体系的に整理することを目標にした。また本年度は総基礎アーカイブに携わっていた井上明彦先生の最後の監

修期間になり、次年度にスムーズに引き継げるようマニュアルの完成に取り組んだ。 

作業方法の面では、今年度は、昨年度の続きとして 1990 年度のスライド、ネガフィルム、紙焼き写真、紙資料のスキャニングとそれに伴うデー

タ処理や ID 表の作成を行った。また同時に、次年度以降のアーカイブ化の作業をスムーズにするため、今年度の未整理の膨大な授業記録をアー

カイブ向けに再整理し、記録フォルダの統一的な構造化を進めた。 

以下に、次年度以降の作業に向けて、注意すべき点を列挙しておきたい。 

・スライド、ネガフィルムのスキャニングには透過原稿用ユニットが必要となり毎度芸資研から借りているが、今後もアーカイブ作業を続けてい

くなら総基礎アーカイブ用に購入を検討する必要がある。 

・また、1990 年はビデオテープによる動画記録は発見されなかったが、次年度は専用のメディア機器を用いたビデオテープのデジタル化が課題

となる。ビデオテープのデジタル化には、ビデオテープに入っている記録と同じだけ時間がかかるので後期の作業時間では収まらない。そのため

前期から少しずつ始める必要がある。 

・ID 表について：1990 年の課題は通年なら夏休みである 9 月も含め課題数が 7 つあり、年によって課題数が違うため研修旅行や総基礎展記録の

課題番号は【0】に改めた。 

・データ処理について：紙焼き写真や紙資料をスキャンする際は、スキャン後 LZW 圧縮してから tiff データに変換することでより軽いファイル

で保存した。また、 Photoshop の自動処理機能（バッジ）の導入によって一律のサイズに変換する作業が大幅に短縮できた。 

・アーカイブのバックアップデータが入ったハードディスクが複数あり、管理表が見つかったが使い方に無駄があるので今後整理が必要となる。 

・オンラインでの作業を円滑にするため、今年度は新しく「総基礎アーカイブ本部」の名称でドライブとクラスルームを作成。教員間での共有可

能な下準備を行った。 

今年度のアーカイブ作業で一番問題になったのが Adobe、Office のサブスクリプションの更新、それに伴う Mac のソフトウェアアップデートに

時間を取られたことだ。特に Adobe は大学管理のため短期でメンバーが変わる総基礎非常勤では更新が難しく、OS やソフトウェアのアップデー

トに関する知見が必要である。また、近年は写真や動画での記録が簡単になり、その結果、膨大な記録をアーカイブすることになるので、来年度

は選別作業を行ったうえでアーカイブ手順を踏むことを薦める。 

来年度の後期からキャンパスが移転する。移転前に、曖昧になっているデータ整理、機材の確認などアーカイブ作業環境を整えることが大切であ

る。今後とも更新を途絶えさせずに外部からのアクセスが可能になるよう発展していくことを期待する。 

中井友路・高瀬栞菜 
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